
























































































































































































































2009 年１月４日に記録されており、2020 年 12 月 14 日現在では、マイニング済みのビッ
トコインの流通量は約1,860万ビットコインとなっている。また、ブロックチェーンのデー
タ量は約 316GB となっている。さらに、これまでの総トランザクション数は約５億 9,590
万件となっている。また、2020 年 12 月 14 日のデータについては、過去 24 時間における
平均ブロックサイズは約 1.2MB であり、単一ブロックに含まれるトランザクション数は
過去 24 時間平均で 2,168 件となっている。さらに、トランザクションが承認されて共有

























用ソフトウェアのバージョン情報）を収集している。2020 年 12 月 15 日現在、ビットコ
インのノードは古い方式のものを除いて 11,224 ノード検出されている。これらのノード
のうち、国籍未詳のものが約 24%、米国が約 17%、ドイツが約 16%、そして、日本のノー
ドが約２% である。
　ビットコインの電力消費量を推計するサイト Cambridge	Bitcoin	Electricity	Consumption	
Index	（https://cbeci.org/）によると、2020 年 12 月 11 日時点で年間およそ 90.72TWh の
電力を消費しているとされる。小出（2020）によると 2019 年 12 月時点では 73TWh と
報告されているので、１年で２割以上の消費電力の推計値の増加が見られる。Enerdata
















































　イーサリアムについての情報を公開している Web サイト Etherscan10 によると、イー





時点の記録では、Ethereum ノードは 9,247 ノード稼働しており、Go	Ethereum クライア































































































































































が記録されている。getCount() 関数は count の値を読み出すための状態変化を伴わない
関数である。ユーザ ID とシリアル番号の対応はマッピング型の toSerial 変数によって表





ク上で承認される毎に Registered() イベントが発生する。このイベントの発生は Web3.

























　利用したクラウド環境は Amazon	Web	Services（AWS）の EC2 であり、Ubuntu	
Linux による３台のイーサリアムノードを準備してプライベートネットワークを構築し
た。試作システムの概要を図３に示す。この試作システムでは、LINE	Messaging	API
の Web	Hook へ接続するための中継サーバを EC2 上に別途準備した。ビーコン端末は
Raspberry	Pi	Zero	W	v1.1 と電子ペーパーモジュール（WaveShare	2.13 インチ	212 ×
104	E-Ink	赤 / 黒 / 白	３色）を用いて作成した。このビーコン端末では Bluetooth	Low	
Energy（BLE）の無線通信を用いて定期的にビーコン ID を発信している。スマート
フォンは無線通信でビーコン ID を受信すると、LINE アプリ経由で LINE 社のサービ
ス（図	3 では LINE と表記）へそのビーコン ID を通知する。LINE 社のサービスから




























　Etherscan の Dapps 一覧 15 によると、2020 年 12 月 28 日時点で 416 件の Dapp が登録
されており、カテゴリ別にゲームが 50 件、金融が 42 件、マーケットプレイスが 14 件、
プラットフォームが 24 件、サービスが７件、その他が 275 件、そして、カテゴリなしが
４件となっている。この中には、すでに活動を停止しており、公式 Web サイトが閲覧で
きないものも含まれている。Etherscan の Web サイト上では、各 Dapp に概要と紹介文
が記されている。概要のテキストに含まれる単語のうち、出現回数が 20	回以上であるも
のの一覧を表１に示す。ただし、出現頻度の計算は Scikit-learn の CountVectorizer を用













て設計し、24 時間 365 日監視し続けなければならない。これらを考えると、教育機関で
Dapps を一般公開して維持管理することは困難である。一方で、今回の試作システムの



















































































credential	 assessment	 and	management.	 Journal	 of	 Teacher	 Education	 for	
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